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とっとり退職者連合

鳥取退職者 
連合発 

■2027年度新体制・活動方針・予算を決定！ 
～「第 34回定期総会」を開催して新年度スタート～■ 

 鳥取退職者連合は、１０月1日（木）、国民宿舎 水明荘（湯梨浜町）において「第34回定期総会」を開催し、

2026年度の活動総括と会計決算・会計監査報告ならびに2027年度活動方針・予 

算と新年度役員を決定した。 

中島ちから副会長の開会あいさつ後、川上慎治代議員（鳥取退職教職員協議会）を 

議長に選出し、宮本秀美副会長があいさつを行った。続いて、ご多忙の中、駆けつけ 

ていただいた5人の来賓のみなさまから激励のあいさつをいただいた。また、「日本 

退職者連合」と、当日は県議会本会議のため欠席の「立憲民主党鳥取県総支部連合会」 

からの激励のメッセージを川上議長が読み上げて披露した。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

その後、経過報告、議事と進み、代議員からの質問・意見をいただき、すべての議事 

を満場一致の拍手で承認いただいた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真左から）連合鳥取／北畑仁史会長 国民民主党鳥取県総支部連合会／淺山里奈幹事長  

中国労働金庫北部エリア営業本部／仲田敏幸本部長 こくみん共済 coop鳥取推進本部／松﨑浩哉本部長  

鳥取県労働者福祉協議会／筧 雅人専務理事 

＜質疑・ご意見等（抜粋）＞ 

河﨑紀子代議員（退女教／写真右）  

「活動方針(案)」に「鳥取県版高齢者集会の開催を検討する」とある。 「予算(案)」に

３万円の計上がされているが、実施するということか？ 

【答弁】  他県ではすでに実施しているところもある。これまでと違って、広く会員のみな

さんに参加していただける機会を持ちたい。今後、企画して実施していきたい。 

写真上／【総会議長】川上代議員 写真上／提案する西村一秋事務局長と川下豊洋会計監査 

＜来賓あいさつ＞ 

＜主催者あいさつ＞ 

＜議事提案＞ 

宮本副会長 

≪出席人数≫ 
・代議員 23人／定数 28人 
・執行部 10人／定数 17人 
・事務局  2人 
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続いて、今総会で退任される幹事があいさつ、また山田(前)会長からのメッセージを西村一秋事務局長が読

上げて披露した。 

その後、新年度役員が前に整列して、一人ずつあいさつを行い、最後に、中島ちから(新)会長が「みなさんの

協力をいただきながら退職者連合を盛り立てていこう」と決意を述べた。 

最後に、宮本副会長の閉会あいさつで定期総会を終えた。 

名定茂樹代議員(ＪＰ労組／写真右上)  

①組織拡大について、「現職と連携して取り組む」としているが、具体的にどのようにし

ていくか？ 職場の中で、現職からも退職する人へ退職者組織への加入の働きかけを

お願いしたい。 

②新年度の東部地区協事務局長について、県の事務局長の西村さんが兼任されるとあ

る。東部地区協の事務局長を選出できなかったことが心配。いつ頃、どのようにして

新役員を選出していく予定か聞きたい。 

【答弁】 ①他県では、現職の会議にオブ参加して訴えているところもある。中央では組織加

入しているが、鳥取県での登録のない組織への働きかけもしていきたい。 

②東部地区協で、できるだけ早い段階で選考委員会を行っていきたい。 

中田博明代議員(自治退／写真右下)  

   社会保障制度等の要請について、現在、鳥取県と４市に対して実施しているが、町村に対しての要請は

行わないのか。退職者を取り巻く課題は、国、市町村、様々な要素があって、実態に格差があってはならな

いと思う。県内の全市町村に対して実施していくことを幹事会で議論してほしい。 

   例えば、島根原発対策（避難計画）について、西部地区と東部・中部では意識が違うと思う。また、公共交

通問題、買い物難民などの問題についても重要と考える。 

【答弁】 町村レベルの課題については把握していくよう努力する。課題がある場合は取り組んでいきたい。 

＜山田（前）会長 メッセージ＞ 

第２０回定期総会（2012.10.1）で事務 

局長、第２８回定期総会（２０２０.10.1）か 

ら会長を務めてまいりました。実に１４年 

間の長きに亘り、連合鳥取と退職者連合 

の「現退一致」運動と、退職後の継続した 

交流と仲間の支えあいに微力ながら貢献 

できたことを嬉しく思います。幹事会役員をはじめ会員のみな

さまの温かいご支援とご協力のおかげです。心から感謝申し上

げます。 

新役員のみなさまのご活躍を期待するとともに、今後は一会

員として会の発展に協力してまいります。長い間、本当にあり

がとうございました。         （写真は前回定期総会より） 

拍手で承認する代議員のみなさん 

＜退任役員あいさつ＞ 

原 進(前)幹事    後藤康夫(前)幹事 

◇退任役員（敬称略） 

前会長 山田 敏明【ＮＴＴ労組退職者の会】 

  前幹事 原   進【ＮＴＴ労組退職者の会】 

〃  山川 武彦【私鉄日ノ丸自動車支部】 

〃  後藤 康夫【ＵＡゼンセンにこやか 

友の会】 
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鳥取退職者連合  ２０２７-2028 年度役員一覧表 

役職名 名 前 組 織 名 備考 

会  長 中 島 ちから 西部地区協（全日本自治体退職者会） 新 

副 会 長 田 中 照 幸 東部地区協（ＮＴＴ労組退職者の会） 新 

〃 宮 本 秀 美 中部地区協（ＪＲ西労組退職者協議会）  

事務局長 西 村 一 秋 ＪＰ労組退職者の会  

幹    事 舩 越 靖 博 ＮＴＴ労組退職者の会 新 

〃 西 村 典 道 ＪＰ労組退職者の会  

〃 伊 藤 源 蔵 全日本自治体退職者会  

〃 板 持   昶 ＪＲ西労組退職者協議会  

〃 山 部 秀 樹 ＵＡゼンセンにこやか友の会 新 

〃 吉 田 尚 美 【日教組】退職女性教職員の会  

〃  私鉄日ノ丸支部退職者協議会  

〃 秋 久 正 行 【日教組】退職教職員協議会  

〃 西 村 一 秋 東部地区協（ＪＰ労組退職者の会） 新 

〃 平 田 義 人 中部地区協（全日本自治体退職者会）  

〃 後 藤   譲 西部地区協（【日教組】退職教職員協議会）  

会計監査 川 下 豊 洋 全日本自治体退職者会  

〃 寺 谷 昭 人 【日教組】退職教職員協議会  

     

顧  問 山 田 敏 明 ＮＴＴ労組退職者の会 
 

【昼食懇親会】   定期総会終了後、参加者全員が参加して昼食懇親会を 

開催した。短い時間ではあったが、旧交を深めることができた。 
 

【令和8年熊本地震特別（緊急）カンパ】   7月28日に発生した「令和8年熊本地震」により 

被災されたみなさまに向けて連合が実施しているカンパ活動に協力するため、 

定期総会会場にカンパ箱を設置したところ、5,730円のあたたかい浄財をいた 

だいた。 連合鳥取を通じて、連合本部へ届けます。 

＜新年度役員あいさつ＞ 

中島ちから(新)会長 

写真左から／川下会計監査  平田幹事  中島会長  宮本副会長  西村事務局長  西村幹事  板持幹事 山部幹事 
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東部地区協発 

■部落解放鳥取県共闘会議・ 
  「第 62回現地学習会」に参加■ 

■山陰海岸ジオパーク一斉清掃 

(秋の鳥取砂丘一斉清掃)に６人参加■ 

東部地区協議会は10月４日(日)、好天の下で開催された「山陰海岸ジオパーク一斉清掃」に参加した。 

鳥取砂丘の美しい自然を守ることを目的に、1980 年から始まった「鳥取砂丘一斉清掃」の取り組み 

に、鳥取退職者連合は１９９８年より参加してきている。 

                             当初は全県の取り組みとしてスタートしたが、その後、 

東部地区協議会の取り組みとなり、東部地区協は毎回、 

構成組織に呼びかけ、ボランティア 

活動として参加してきている。   

鳥取退職者連合は「第33回定期総会（2025.10.1）」において、「平和、人権と民主主義の取り組み」に

ついて活動方針に明記し、「部落差別撤廃とあらゆる人権課題を解決するための取り組みを行う」こと

を確認している。具体的には連合鳥取が一括加盟している「部落解放鳥取県共闘会議」と連携し、人権

確立に関わるさまざまな行事・イベント等について、構成組織ならびに幹事会役員のみなさんに紹介し

ていくこととし、この１年間、各種取り組みに役員、会員のみなさんに参加してきていただいている。 

この度、岡山県の長島愛生園に出向いての視察研修が、９月15日（火）に「部落解放鳥取県共闘会

議・第６２回現地学習会」として開催され、鳥取退職者連合からも西村典道幹事と後藤譲幹事の２人が

参加した。 

往路のバス車内研修では、「一人になる 医師 小笠原登とハンセン病強制隔離政策」というDVDを

視聴した。その後、愛生園のガイドの方の説明を受けながら3時間にわたり、「歴史館」と園内を視察、

そして新しくできた「でんしょう愛生館」を見学させていただいた。 

鳥取退職者連合は、今年度も「平和」、「人権と民主主義」の取り組みについてより強化していくこと 

を活動方針にも掲げている。引き続き、連合鳥取ならびに部落解放鳥取県 

共闘会議と 

連携して、 

各種行事に 

ついてみな 

さんに紹介 

していくの 

でご参加を 

お願いしま 

す。 


